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概要：今，教育が大きく変わろうとしている．新学習指導要領では，これからの時代に求められる資質・
能力を子供たちに育成し，能動的なアクティブ・ラーナーを育てるための「主体的・対話的で深い学び」
が強く求められている．一方，GIGAスクール構想を背景に，1人 1台端末と高速大容量通信ネットワー
クが整備され，先端技術を用いた教育 AIが教育現場にも入り込んできた．しかし，この教育 AIはこの教
育改革を前に進める味方なのだろうか．学習者を受け身にさせ，暗記の勉強に逆戻りさせる可能性がある
ならば，効果的な教育 AIについて早急に議論する必要がある．そこで，本論文では，教育分野における
AI活用の現状についてまとめ，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた教育 AIの活用について議論
し，その展望について述べた．
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Abstract: Japanese education is currently going through dramatic changes. Japanese school education re-
quires proactive, interactive, and authentic learning (so-called active learning) to increase students’ skills and
competencies and enable them to become learners who engage in their learning proactively. In the context
of the Global and Innovation Gateway for All (GIGA) School Program, most Japanese schools are equipped
with one-to-one terminals for each student and all schools have high-speed and large-capacity communication
networks. Artificial Intelligence in Education (AIED) using advanced technology should be used in a mul-
titude of educational scenes. However, problems exist regarding whether AIED can encourage educational
changes in Japan. If there is a possibility of schools reverting back to passive rote learning, it is necessary
to discuss the effective use of AIED. We discuss a survey we conducted on how AIED is currently used and
discuss future prospects of using AIED.
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1. はじめに

今，戦後最大といわれる大きな教育改革が進んでいる．

これから到来する Society5.0の時代では，すべての子供た
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ちが持続可能な社会の創り手として，予測不可能な未来社

会を自立的に生きていくために必要な資質・能力を身に付

け，生涯にわたって学び続けていくことが大切であり [1]，

その実現のために，初等中等教育の新学習指導要領では，

能動的な学び手（アクティブ・ラーナー）を育てる「主体

的・対話的で深い学び」が強く求められている [2]．

一方，GIGAスクール構想の実施による，1人 1台端末
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と高速大容量の通信ネットワークの環境整備が整ったこと

で，教育のデジタル化の推進，ならびに AIや学習データ

の利活用がより期待されるようになった [3]．文部科学省

では，これらを推進しながら，同時に，新学習指導要領を

着実に実施することとしている [4]．

ここで疑問が湧いてくる．教育分野における AIの台頭

は，まさに今推し進めようとしている新しい学校教育を後

押しする存在になりうるのだろうか．たとえば，AIを活用

した実証事業として，近年，学習者の能力に応じて適応的

に問題を提示する AIドリル教材を使用した学習が進めら

れている．これは知識の効率的な習得が可能になるとされ

る一方，これだけでは新学習指導要領が求める「思考力，

判断力，表現力等」の育成に資するものではなく留意する

必要があると指摘されている [5]．確かに，使い方によって

は，学習者の学びを単なる暗記のための単純作業に変えて

しまったり，学習者を指示待ちにしてしまったりして，そ

の結果，やる気（主体性）さえ奪ってしまうことがあるな

らば，あまり AIにかかわりたくないと思う教育者がいる

のもうなずける．今，新しい時代に求められる学びでのAI

活用のあり方について議論し，効果的な方法を見つけ出し

ていく必要があるだろう．

そこで，本論文では，新しい時代に求められる学びにつ

いて説明し，新しい時代の学びの実現に向けて AIがどの

ように貢献できるのかについて議論する．具体的には，教

育分野における AI活用の現状と「主体的・対話的で深い

学び」における AI活用の展望について述べる．

2. 求められる学び

2.1 育成を目指す資質・能力

新学習指導要領では，育成を目指す資質・能力を，三つの

柱に整理した．その柱は，「知識及び技能」，「思考力，判断

力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」からなる [2]．

人が有する資質・能力は，よく氷山にたとえられる（図 1）．

氷山は，水面から見える部分は小さいが，水面下はその何

倍もの大きな塊からなっており，この部分が大きければ大

図 1 資質・能力の氷山モデル

Fig. 1 Iceberg model of skills and competencies.

きいほど安定する．資質・能力では，「知識及び技能」が水

面上の小さな部分にたとえられ，テストで容易に測ること

ができるものである．実は，この「知識及び技能」を実際

に学びに活用するためには，水面下の大きな塊の部分にあ

たる資質・能力をしっかりと有していることが不可欠であ

る．これらが「思考力」や「協働する力」，「多様性」等の

テストだけでは測ることが難しい資質・能力であり，「思

考力，判断力，表現力等」と「学びに向かう力，人間性等」

がそれにあたる．

図 1 の水面下の資質・能力を育成・涵養し，多面的・多

角的に評価するためには，「学びのポートフォリオ」の活用

が期待される．しかも，各教科・科目等の特質を生かし，

教科等横断的な視点からのアプローチが必要とされてい

る．そこで，学習プロセスにおいて，コンピュータや情報

通信ネットワーク（ICT）を活用し学びのポートフォリオ

を eポートフォリオとして電子的に扱うことによって，こ

れまでのあらゆる学びをつなぎ合わせ，その軌跡を見える

化できるため，その結果，教科等横断的な学びを通した資

質・能力の育成・涵養が容易になる．

2.2 「主体的・対話的で深い学び」の実現

これら資質・能力を育成するために，「主体的・対話的で

深い学び」の実現が求められている [2]．「主体的・対話的

で深い学び」とは，単なる新しい授業の型ではない．単元

等の内容のまとまり全体を 1つの大きな授業としてとらえ

て，一斉に教えたり，グループで議論しながら協働したり，

個人で振り返って次の学びにつなげて，再びグループで学

び合ったり…（図 2），このような様々な場面での学びが集

まった，1つの大きな学びが「主体的・対話的で深い学び」

であり，この学びを実現するには，次の 3つの視点から創

り上げていくことが求められている．しかも，これは教室

の中だけに限ったことではない．むしろ学校外の地域等を

含めて「主体的・対話的で深い学び」はつながり，いつで

もどこでも学習者が主導して学びに取り組むイメージだ．

図 2 「主体的・対話的で深い学び」のイメージ

Fig. 2 Image of proactive, interactive, and authentic learning.
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1©「主体的な学び」の視点
学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方

向性と関連付けながら，見通しを持って粘り強く取り組み，

自己の学習活動を振り返って次につなげる学びの過程が実

現できているか，という視点である．これは，「主体的・対

話的で深い学び」のベースとなる学び方そのものであり，

学習者が，あらかじめ定まった解き方を丸暗記するもので

はなく，絶えず自ら「なぜ？」「どうしよう？」と振り返り

（自問自答し），気づきを得て，それを教訓化し，自らの学

びを調整しながら新たな見通しを立てて次につなげていく

学びといえる．

2©「対話的な学び」の視点
学習者同士の協働，教員や地域の人との対話，先哲の考

え方を手掛かりに考えること等を通じ，自己の考えを広げ

深める対話的な学びが実現できているか，という視点であ

る．これは，「学び合い」や「相互評価」と同じ概念で，仲

間同士が対話による相互作用により，学びを高め合う効果

を期待している．

3©「深い学び」の視点
習得・活用・探究という学びの過程の中で，知識を相互

に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを

形成したり，問題を見い出して解決策を考えたり，思いや

考えを基に創造したりすることに向かう深い学びの過程が

実現できているか，という視点である．しかし，1つの教

科内だけで，深い学びを実現し，三つの柱の資質・能力を

バランスよく育成することは難しいため，各教科で習得し

た資質・能力を他の教科等で活用し，総合的な探究の時間

等の統合的な学びの中で探究していくような，教科等横断

的な大きな学びを学期や学年をまたがってデザインする必

要がある．これが，カリキュラム・マネジメントである．

日常的に 1人 1台の ICTを活用することで，「主体的・

対話的で深い学び」は，地理的・時間的制約が緩和され，

教室の枠を飛び越えて，いつでもどこでも家庭や地域等を

含めてつながっていく．遠隔地の専門家とつないだ授業や

他の学校・地域や海外との交流等，今までできなかった学

習活動も可能となり，地域全体，かかわるすべての人が仲

間となる，長期にわたる大きな学びが実現できる．

3. 教育AIとラーニングアナリティクス

3.1 教育AI，ラーニングアナリティクスとは

教育 AIとは，世界でいわれる AIED（Artificial Intelli-

gence in Education）にあたるものであり，教育における

AIの総称を指す．特に，学びの過程で生成される学習デー

タを教育 AIにより分析し，学習者や教員に分かりやすい

形で見える化する仕組みはラーニングアナリティクスと呼

ばれる．この分野は近年注目されており，学習効果の向上

や学習促進の方法論として研究が進められてきている．

学習者はこのラーニングアナリティクスにより，自身の

表 1 学習データの一覧

Table 1 List of learning data.

学習状況を絶えず分析的に把握し，それをヒントにして気

づきを得ながら，自らの学びを主導する．教員は，ラーニ

ングアナリティクスで見える化された学習者の学習状況を

確認しながら最適な支援を行う．この過程においては，教

育 AIを用いて，どの学習データをどう分析し，どのよう

な学習支援を実現すればよいのか，それは，いつ，どの活

動で生成された何の学習データなのかを明らかにする必要

がある．

3.2 学習データ（eポートフォリオ）

学習データとは，学習者の学校内外での継続的な学習を
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表 2 ラーニングアナリティクスで活用されている分析手法

Table 2 List of learning analytics methods.

記録したデジタルデータの集合体であり，「学習履歴」と

「学習記録」から構成される（表 1）[6]．これら学習データ

は，教育分野では従来，eポートフォリオとして扱われて

いる．学習履歴とは，システムや情報端末等の ICT機器を

使うと自動的に取得できるログデータ，または，行動歴等

の記録である．また，テストやアンケート等の結果を含め

ることがあり，これをスタディ・ログと呼んでいる [7]．学

習記録とは，学習者の入力をともなう意図的な活動によっ

て収集されるデータであり，学習者が作成した学習成果

物，学習者の考え等を外化した思考プロセスの記録，学び

の振り返りの記述等があげられる．これら 2つを利活用す

ることで，多面的かつ多角的な学習評価を行うことが可能

になり，学習者が主体的に学習を進めることや，教員がエ

ビデンスに基づいた授業改善の実施が期待できる．また，

各学習者に関する学習データをつなぎ合わせ，さらに，そ

のデータの所有者を特定することなく，組織全体，地域全

体と合わせていくと，膨大なデータができあがる．これが

教育ビッグデータである．

3.3 分析手法

ラーニングアナリティクスを活用した学びにおいては，

収集した学習データをただ闇雲に分析し，学習者にその結

果を提示すればよいというものではなく，それ自体が学

習者の学びや教員の何らかの支援のために使われること

が求められる．本論文では，Romeroらがまとめた分析手

法 [8]，Journal of Learning Analyticsに掲載されている論

文の 6年分（2016～2021年，計 166件）[9]，International

Conference on Artificial Intelligence in Educationに掲載

されている論文の 3年分（2019～2021年，計 368件）[10]，

について調査分析した．本調査から，教育 AIにおいて，

ラーニングアナリティクスで活用されている分析手法は，現

在，大きく 16の手法に分類されることが分かった（表 2）．

4. 教育AIのシステム・ツールの現状

本章では，教育AIのシステム・ツールに関する研究およ

び実践事例について述べる．ここにあげる教育 AIのシス

テム・ツールは，ホルムスほか [27]で整理されていたシステ

ム・ツールの一覧を参考に，3.3節で行ったラーニングアナ

リティクスで活用されている分析手法の調査と同様の論文

（Journal of Learning Analytics, International Conference

on Artificial Intelligence in Education）から抽出した．本

論文では，これら抽出した教育 AIで活用されているシス
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テム・ツールを，以下の 8つに再整理した．

（1）知的学習支援システム

システムが学習者の個々の学習状況に応じて，自動的に

学習の難易度を調整した問題やコンテンツを提示し，それ

をもとに学習を進めるものである．

Brinkhuisらは，小学生向けの数学学習における知的学

習支援システムである「Math Garden」の開発を行った．

このシステムは，問題の正解率と応答時間から学習者の能

力値の推定を行い，学習者が選択する問題の難易度を最適

化するものである．具体的には，問題選択画面に表示され

る問題が能力値をもとにやさしい，普通，難しい，それぞ

れの段階の問題が提示され，学習者はその中から自分が進

める問題を選択することができる [19]．

実践事例として，麹町中学校では，解答や正誤の情報等

の学習履歴から学習者の理解度を推定し，その理解度に応

じた問題を提示する AIドリル教材を活用している．具体

的には，教材を使って問題演習に取り組む際，自分の理解

度に応じた問題が教材から提示されることで，個に応じた

学習を進められるようにしている [28]．

（2）対話型学習支援システム

システムが学習者の学習状況に応じて，質問やヒント等

を学習者に提示し，それをもとに音声やキーボードによる

入力を介した対話を繰り返し，学習を進めるものである．

Nyeらは，アメリカのメンフィス大学で開発された対話

型学習支援システム「AutoTutor」について調査した．こ

のシステムは，システムが提示した問題に対する問題の回

答情報や対話の内容を分析することで，学習者により詳細

な解答を提示したり，深い思考を促すようなフィードバッ

クを与えるものである．調査によると，AutoTutorは複数

の研究でその効果が評価されており，少なくとも知識の習

得に関して，専門家による個別指導と同等の学習効果があ

ることが明らかになった [29]．

実践事例として，東海大学菅生高等学校では，アニメー

ションキャラクターとの対話やナビゲートにより学習を進

めることができる学習教材を活用している．具体的には，

学習者は，レクチャー機能と呼ばれる講義形式の映像を見

ながら学習に取り組む．映像内では，個人に合わせた質問

がキャラクターにより投げ掛けられ，その質問に答えなが

ら講義を進めていくことで，学習内容の理解と定着を促す

ようにしている [30]．

（3）言語学習アプリ

単語の発音や文法等，音声分析やテキストマイニングを

取り入れたアプリケーションにより，外国語の言語学習を

支援するものである．

Mundayは，アメリカのサクレッド・ハート大学のスペ

イン語の授業において，言語学習アプリ「Duolingo」を使

用した学習の効果を検証した．このシステムは，音声認識

による発音の練習や，学習効果の予測により，効果的な言

語学習を支援するものである．大学生を対象にした検証の

結果，スペイン語の能力向上に役立つことが明らかになっ

た [31]．

実践事例として，富並小学校では，発音チェックや英会

話練習を支援する英語学習ロボットを活用している．具体

的には，英会話学習に取り組む際，このロボットとの対話

形式での学習を行うことで，学習者は，ネイティブ英語に

触れられコミュニケーションのための英語力を養うことが

できる [32]．また，松蔭中学校・高等学校でも，言語学習

アプリや言語学習ロボットを活用した音読練習や英会話学

習の取り組みが行われている [33]．

（4）探索型学習環境

構成主義的アプローチを取り入れ，自動化されたプロン

プトを学習者に提示し，学習者自身が思考・判断しながら

探索型学習や発見学習に取り組む際の支援を行うもので

ある．

Biswasらは，河川生態系の科学的概念の理解を深めるこ

とを目的にした探索型学習環境「Betty’s Brain」の開発と

実践を行った．このシステムは，学習者がバーチャルキャ

ラクターに学習内容を教えることで，学習者にメタ認知を

促したり，教えることによる効果的な学びの実現を支援す

るものである．実践では，事前テストと事後テストの間に

統計的に有意な差を示し，このシステムを用いた学習効果

が明らかになった [34]．

実践事例として，ドイツ，イギリスの学校では，数学学

習を支援する「Fractions Lab」を用いた実践を行った．こ

のシステムは，学習中の進捗状況や感情状態等に合わせ，

プロンプトを提示するものである．実践では，他の学習支

援システム等と組み合わせて使うことの有用性が検証され

ており，単独での学習よりも学習効果が高く出ることが明

らかになった [35]．

（5）自動ライティング評価

学習者が提出したテストやレポート課題における，テキ

ストを分析し，点数化や，学習者の支援となるフィード

バックを自動で行うものである．

Buckinghamらは，学習者の振り返りの支援を目指した

システムの開発を目指している．具体的には，自動で振り

返りの記述の分析を行うことができるプラットフォーム

「XIP」を用い，学習者の振り返りの記述を分析し，振り返

りが浅い記述をアノテーションし，記述し直すように促す

システムの開発を目指している．なお，現状としては，記

述分析の精度に課題が見られており，改善することを通し

てシステムの開発と実用化を目指している [23]．

実践事例として，日本英語検定協会では，英語学習の支

援を目的としたツール「スタディギア for EIKEN」を開発

した．このツールは，学習者の解答に対して個別の評価を

提示することで学習者のライティング能力の向上を支援す

るものである．具体的には，学習者の作成した英作文を 5
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段階のレベルに分類することで，即時に個々のレベルに応

じた具体的なフィードバックの提示を実現している [36]．

（6）協働学習支援

協働的な学習の過程や成果をもとにグループや学習者

個々の学習状況を分析して，その状況を教員に提示した

り，グループや学習者個々にフィードバックを返したりす

る等，協働学習を支援するものである．

Diziolらは，協働的な問題解決の活動において，グルー

プの議論を促進するためのシステム「Cognitive Tutor Al-

gebra」の開発と実践を行った．このシステムは，グルー

プ活動に取り組む学習者の音声を分析し，議論が活発に行

われているか，必要な知識を習得できているかを推測する

ことで，グループに対してより議論が進むようなフィード

バックを提示するものである．実践では，協働場面での支

援を必要とするタイミングを特定し，システムによる支援

が容易かつ効果的であることが明らかになった [37]．

実践事例として，京都市では，協働学習中の学習者の支

援を目的としたシステムを開発した．このシステムは，発

話を音声データとして取得して，そのデータを AIで分析

することで即時にテキスト化したり，事前に登録したキー

ワードを学習者が発したときや発話量が少なくなってきた

学習者に通知を出したり，支援を必要とするグループや学

習者に自動でフィードバックを返す等といった機能が搭載

されている [38]．

（7）自己調整学習支援

学習者が自身の状況を把握し，それに応じて目標設定し，

学習を調整しながら進めていく，自己調整学習を支援する

ものである．

Nussbaumerらは，オンライン学習環境における，学習

者の自己調整学習を支援するウェブベースのシステムの開

発と実践を行った．具体的には，学習者には個別化された

学習コンテンツが提示され，その中から取り組みたいコン

テンツを選択，目標を設定し学習に取り組む．問題をひと

とおり終えたら，正誤の情報が折れ線グラフとして表示さ

れ，そのグラフを見て自身の状況を把握し，再度目標を設

定し学習を進めていくというものである．実践では，学習

者が振り返りを行う際に自分の有している能力の状況を把

握したり，目標を設定したりしながら学習を進めることが

できることが明らかになった [39]．

実践事例として，日本の小学校では，学習者のための振

り返り支援ツール「スクールライフノート」を導入してい

る．このツールは，授業場面や日常の生活の中での自分の

気持ちを天気として表し，振り返りやメモ等のコメントと

合わせて登録することで，自分だけのノートを作成してい

くものである．このツールを用いて自身の状況を把握し，

日常的に振り返りを行うことで，学習者が自身の学習を調

整しながら学んでいくことが期待される [40]．

（8）eパートナー

eパートナーとは，プロンプトやフィードバックの提示，

学習活動やコンテンツへの誘導，過去のデータからそのと

きに必要な情報を分かりやすい形で提示する等，様々な学

びの場面において，学習者や教員を対話的に支援するもの

である．

学習者支援に関する研究として，Hiremathらは，学習

者個々の質問に自動で回答するチャットボット機能を開

発し，教育システム内に搭載した．このシステムには，過

去の質問データが蓄積されており，学習者がシステム内に

入力した質問が機械学習の手法を用いて分析される．そし

て，最適であると判断された回答が自動で作成され，学習

者に応答することで，学習者が必要としている情報を即座

に提供するものである [41]．

教員支援に関する研究として，Holsteinらは，個別学習

に取り組む学習者の状況を分析し，教員に情報提供するス

マートグラス「Lumilo」を用いた実践を行った．このシス

テムは，学習システムと連携しており，システム内で蓄積

されたログデータを分析し，学習者が取り組んでいる問題

や，問題に詰まっているのか，支援を必要としているのか

といった状況が，教員の身に付けているグラスのディスプ

レイ上に提示される．実践では，教員の支援を必要として

いる学習者を，リアルタイムで視覚的に発見できることが

明らかになった [42]．

5. 教育AIを活用した「主体的・対話的で深い
学び」の実現と展望

「主体的・対話的で深い学び」は，2.2節で示しているよ

うに，学習者が能動的な学び手（アクティブ・ラーナー）

となり，見通しを持って，粘り強く取り組み，振り返って

自己調整しながら学んでいく「主体的な学び」がベースに

ある．そのうえで，一斉学習–協働学習–個別学習と学習形

態を変えながら，ICTを活用することで，学校の教室だけ

でなく，学校外の家庭やその他の地域にも学びの場を広げ，

時空を超えて学びがつながって，教科等横断的な長期にわ

たる大きな学びへと昇華していく．

この「主体的・対話的で深い学び」を教育 AIは支援し

ていくことが可能だろうか．4章の（1）～（8）のシステム

は，それぞれ想定した教育とその活動場面が限定されてい

ることに気づく．これらのどのシステムを選んだとして

も，単独ではこの学びの支援をすることは難しいだろう．

しかし，これらすべてのシステムを上手く連携させ，あた

かも 1つの大きなシステムとして論理的にとらえることが

できたらどうだろうか．図 3 を見て欲しい．

図 3 は，図 2 の「主体的・対話的で深い学び」を教育AI

の視点から，4章の（1）～（8）のシステムを「主体的・対話

的で深い学び」のイメージに合わせ，該当する学びの場に

対応して配置したものである．学校の教室では一斉学習と
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図 3 教育 AI を活用した「主体的・対話的で深い学び」

Fig. 3 Fostering proactive, interactive, and authentic learning by utilizing AIED.

グループによる協働学習が展開され，家庭学習では学校で

の学びと関連した知識を個別学習で学び，そして次の学校

での学びにつなげる．いわゆる反転授業である．また，探

究学習や課外活動等は，地域や遠隔地の人達と連携して協

働するキャリア形成には欠かせない大切な学びである．さ

らに，これらの学びは 1つの授業や 1つの教科の学びだけ

にとどまらず，1日が 1つの大きな学び，そして，1週間，

1学期，1年，というように「過去・現在・未来」をつなぐ，

大きな 1つの学びとなっている．これら学びは互いにシー

ムレスにつながり合うことが求められるが，学習者が自ら

これら学びを渡り歩くことは容易ではなく支援が必要であ

る．もちろん一番の支援者は教員であるが，教員がいつで

もどこでも学習者の学習状況を把握し支援し続けることは

無理がある．これを一気に解決し可能にするのが AIだ．

「（8）eパートナー」に注目して欲しい．eパートナーは，

学びを主導する学習者にとって，いつも後ろからそっと背

中を押す伴走者のような存在でありたい．学習者が様々な

学びの場面において蓄積した学習データを分析・利活用す

ることで，学びの場面どうしをつなげるための誘導や，各

場面での学びの促進を行い，あたかもその学習者が自分の

意志で (a)から (c)を選び，学びを進めていると思わせる

ぐらいのギリギリの支援（足場かけ）を与え続ける．教員

も eパートナーをアシスタントとして利用する．このよう

にして，時空を超えて有機的につながった大きな学びは，

まさに新しい時代の学びであり，「主体的・対話的で深い

学び」そのものといえる．しかし，ただ既存の（1）～（8）

のシステムを組み合わせただけでは上手くいかない．教育

AIの進化が必要である．そこで，図 3 の (a)～(d)に対応

した表 3 に示す例のような AIによる支援が実現すること

で，図 3 に描いた各場面での学びの促進や，学びへの誘導

を通じて，「主体的・対話的で深い学び」を教育 AIで支援

する理想の統合システムが，1つのかたちとして現実化さ

れるのではないだろうか．

6. おわりに

本論文では，教育 AIの現状について整理し説明した．

さらに，今求められている「主体的・対話的で深い学び」

を，教育 AIを活用することで実現できるのか，どのよう

な教育 AIによる支援が必要なのか，について述べた．

「主体的・対話的で深い学び」は，学習者 1人 1人を主役

として，自ら学び続ける学習者を育成する学ばせ方でもあ

る．これは，AI時代に求められる学びそのものであり，学

習者 1人 1人にとっての「個別最適な学び」ともいえる．

中教審の答申（令和 3年 1月）では，目指すべき「令和の

日本型学校教育」の姿を「全ての子供たちの可能性を引き

出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現」としてい

る [4]．つまり，本論文で議論してきた教育 AIを活用した

「主体的・対話的で深い学び」は，そのまま「令和の日本型

学校教育」における教育 AI活用のあり方といっても過言

ではないだろう．
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